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要旨

　本稿は，メキシコに1977年に設立された国際学校「日

本メキシコ学院」で行なわれている二文化教育が生徒

たちに与えた影響について，在籍時の生徒たちの作文

等，および修了後10年以上経た生徒たちへの質問紙調

査を通して，縦断的に調査し考察した調査報告である。

調査の結果，二文化教育は在籍当時だけでなく，10年

以上を経た現在まで影響しており，特にお互いの文化

の長所とされる特徴を体得したと感じられている。日

本人生徒たちにとっては，自由や平等，主体性，メキ

シコ人生徒たちにとっては，根気や礼儀，規律等であ

る。同時に多角的視点から世界を見られる国際性を

持った人間が育ちつつあると考えられる。

　効果的な言語教育についてなど，理想と現実の中で

接点を見つけるべき課題も多くあり，今後国際学校の

発展のために関係者の力を結集する必要がある。
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１．はじめに

　19世紀末からラテンアメリカは多くの日本人移民を

受入れてきた。その一国であるメキシコに1977年，日

系人・日本企業，日本政府，メキシコ政府など多くの

機関や個人が協力して国際学校「日本メキシコ学院」

が設立された。海外の日本人学校とは異なり，同じキャ

ンパスの中でメキシコと日本のそれぞれの教育課程に

準拠した初等～中等教育が実践され，且つ両国文化の

交流を促進するための活動が行われてきた。

　日本文化を核に集った様々な立場の人々が，30年以

上にわたっていわば「日本発の」国際学校「日本メキ

シコ学院」を育て，多くの若者たちがこの学院から育っ

ていった。（スペイン語正式名称は“Liceo Mexicano 

Japonés”であり，通称として「日墨学院」または「リ

セオ」と呼ばれることがある。本稿では以降「学院」

と記す。）学院10周年を迎えようとしていた1986年に

発行された『学院要覧　86－87』の挨拶文の中で，理

事長であった平沢胤敏氏は「将来，当学院から日墨両

国の事情，文化をよくわきまえた国際性豊かな多くの

卒業生が出て，必ずや両国の利益に役立つ日のあるこ

とをお約束申し上げ，尚一層の御指導，御協力，御援

助をお願い申し上げます。」と述べている。日本とメ

キシコの教育文化の交流をはかり，世界の平和と繁栄

に貢献する人材を育成するという高邁な理想は，どの

ように現実のものになってきているのであろうか。

　筆者である田中と斉藤は共に，この学院で過ごした

経験を持つ。田中はこの学院が10周年を迎えた1987年
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までの３年間，教員として特にメキシコ人生徒への日

本語教育と，文化交流活動の仕事に携わった。また斉

藤はメキシコで生まれ育つ中で，1992年までの10年間

この学院に在籍し教育を受けた。筆者たちは，これま

で国際開発や異文化理解教育の分野で研究や教育に携

わる中で，学院の独自性と大きな可能性に改めて気付

くようになった。

　学院設立30年を迎えようとする今，学院の教育成果

の一端を明らかにしたいと考えている。

２．調査の目的

　日本発の国際学校「日本メキシコ学院」の設立初期

15年間に学院に在籍した生徒たちの，在籍時の様子お

よびその後の姿の一端を調査することにより，在学時

の経験，特に言語や文化の学習，交流活動がその後の

進路や人生にどのような影響を与え，現在それを本人

がどう感じているかについて考察する。言語・文化交

流や相互理解教育の成果の一端を長期的視点から縦断

的に調査することにより，学院の教育を見直すための

基礎としたい。

　また，その基礎に立って，国際学校のあり方，異文

化交流のあり方について示唆を得るため，これまで行

なわれてきた二文化教育・国際教育研究の理論的枠組

みや教育実践をふまえながら今後の研究につなげるこ

とができると考える。

３．日本メキシコ学院設立の経緯

　19世紀末から始まった日本人のメキシコ移民は，20

世紀の後半になって二世，三世，四世の時代を迎える

時代となっていた。一方日本は，第二次世界大戦後急

速な経済発展を遂げ，日本経済や日本社会が世界から

注目されるようになっていた。メキシコに在住する日

系人および日本人の間では，子どもたちが増えるにも

関わらず教育機関が不足している現実の中で，充実し

た教育を受けさせたいという切実な要求と共に，メキ

シコ・日本両国の文化がより親密に結ばれてほしい，

日系メキシコ市民として教養を受けた二世，三世，四

世が，父母の祖国が日本であるという立場から，日本

の発展をメキシコ発展のために活かし貢献してほし

い，という強い願いがあった。複数あった日系人のた

めの日本語学園を統合して初等教育・中等教育を行な

い，またメキシコ人生徒も共に勉強できる学校を設立

するという構想が，「日系人コロニヤ」と呼ばれる日

系人社会の人々の間で1972年にまとめられた。日本語・

スペイン語によって40ページにわたってまとめられた

『綜合学園建設運動趣意書』（1972年２月，松本三四郎・

日墨協会会長および発起人一同）には次のような一節

がある。

「此れからの日系人子弟は，スペイン語を自国語とし

て，日系人の特徴をいかす為の日本語と，世界共通語

の英語をマスターする事は是非必要であります。日系

人がメキシコの高等教育を受けて，知識階級の社会に

入った場合，日本人の容貌からしても日本に対する知

識を持って居る事が常識となってきます。…総ての点

から考慮して，日系人コロニヤ将来のためにも，又日

系人としてメキシコの為に尽くす上にも，立派な日系

人学校の建設が必要であります。」

　特筆すべきは，当時の日系人の間で，日本語・日本

文化を核として日系人の子どもたちを教育するだけで

なく，メキシコ人の子どもたちをも教育することに

よってメキシコに貢献するという意識が生まれていた

ことである。『日本メキシコ学院十年の歩み』（1987年，

毎日新聞社刊）の中で，学院創立者の一人中谷敷正人

氏（当時 JETRO メキシコ所長）はメキシコのドイツ

校を見学したことによる「国際的目覚めのステップ」

について，次のように記している。

「目からうろこが落ちるとはこのことをいうのでしょ

うか。…（ドイツ学校，仏墨学院，ユダヤ系校，英国

校，オランダ校等）この欧米諸国の海外学校のあり方

は，現地への貢献や文化交流が単にお義理や金ですま

されるものでなく，知恵を出し，汗を出し，ともに学

び，ともに鍛え合ってこそできるものだということを

教えてくれるが，それを何の気負いもなく，しごく当

然のこととして行っている姿は，きわめて教訓的であ

る。…このように学院構想は，過密からの脱出という

動機から始まって，日本連合を経て，欧米諸国並みの

ことはしなければという意識の目覚めにいたる。」

　1974年，メキシコの教育大臣ブラボ・アウハ大臣が

日本を訪問し奥野文部大臣と会談した際，日本メキシ

コ学院の設立が提唱され，同年メキシコを訪問した田
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中首相とエチェベリア大統領との会談の結果，共同声

明において「日本メキシコ学院の設立は両国民の相互

理解のために画期的な重要性を有するものであって，

早期建設を支援する」と発表された。この後日系社会

とメキシコに進出していた日系企業が一体となって寄

付活動を行い，日本政府からの援助金と合わせて1976

年に建設工事が着工された。

　1977年日本メキシコ学院が開校し，以来30年近くに

渡って国際人育成のための教育を標榜し，主にメキシ

コと日本の子ども達を教育している。10周年を迎えた

1987年には，大規模なシンポジウムが学院を会場にし

て開催された。開校から30年を迎えようとする現在ま

で，学院は日本の文部科学省のカリキュラムに準拠し

た日本コース（小中学校）とメキシコ教育相のカリ

キュラムに準拠したメキシココース（小中高等学校），

および日本・メキシコ共学の幼稚園において，全生徒

1,000名以上が在学する国際学校として独自の教育を

継続している。

４．日本メキシコ学院の二文化教育の特徴

　学院の建学の精神は「日本・メキシコ両国民の相互

理解の増進」，「日本・メキシコの教育文化の交流」と

いう二国間の理解・交流推進，そして「人類の連帯感

を育み，世界の平和と繁栄に貢献しうる国際性豊かな，

かつ両国民にとって有為な人材を育成する」という国

際人育成が謳われており，その精神に沿った教育が工

夫されてきた。

　先に述べたように，メキシコ教育省のカリキュラム

に沿ったメキシココースと，日本の文部科学省のカリ

キュラムに沿った日本コースが学院敷地に共存し，生

徒はその国籍に関わらず，入学時にコースを選択でき

る。メキシココースには日系人以外にも，日本人との

血縁が全くないメキシコ人も在籍している。また日本

コースは日本企業駐在員の子どもたちが中心である

が，メキシコで生まれ育った子どもも在籍している。

幼稚園にも日本コースとメキシココースがあるが，教

育は混合で行っている。高等学校はメキシココースだ

けが存在している。幼稚園以外のすべてのコースとレ

ベルに共通しているのは，授業に日本語またはスペイ

ン語学習がとり入れられていること，また日本文化・

メキシコ文化を学ぶ授業や活動があること，そして相

互交流の場となる行事や活動が教育活動として導入さ

れていることである。

　いわゆる「二言語教育」とは異なるこの二文化教育

環境の中では，主な教育言語は日本語かスペイン語の

どちらか一方であり，毎日の教科学習は，日本コース

では日本の文部科学省から派遣された教員が日本語を

使って行い，メキシココースではメキシコ人教員がス

ペイン語を使って行なう。この点では，メキシコにあ

る一般の私立学校，そして在外日本人学校と変わりが

ない。しかし日本語・スペイン語の授業，および文化

学習，交流活動は別の担当が中心になって行なったり

全学で取り組んだりしている。課外活動も文化交流を

目的としたクラブ活動や院内ホームステイ，別コース

への体験入学等，また1987年からは日本への研修旅行

が行なわれている２。さらに，同じ学院敷地に常に異

文化背景を持った生徒たちや教師たちがいて，その中

で規則や校風，人間関係，いわば「潜在的カリキュラ

ム」３が形成されている点も特徴としてあげられる。

５ ．設立10年までを過ごした生徒・修了生の異

　文化体験

　学院設立10年を記念して発行された『日本メキシコ

学院十年の歩み』の第６章は「子どもたちの声」と題

され，20名以上の在学生や修了生の意見が掲載されて

いる。これらは主に日本コースの子どもたちによるも

のであるが，ほとんどの子どもたちが，思い出や強く

残る印象として異文化交流を挙げている。一方，メキ

シコ人の生徒たちの声は，ほぼ同じ時期を学院で過ご

した生徒たちによって編集された『1985年～1986年高

校卒業文集　思い出をたいせつに』から読み取ること

ができる。ここには33名の作文が掲載されている。

２ この研修旅行を実現させるためにメキシコ・日本双方で多くの人々が協力し，例えば日本コースで教鞭をとった後日本に帰国し
ていた遠藤伴雄氏（現在横浜市立茅ヶ崎小学校校長）は，横浜市の学校での生徒受入れ等に尽力した。第１回旅行については日
本メキシコ学院編集の『Primer Viaje de Intercambio Cultural　日本文化交流旅行　1987夏』に詳細が掲載されている。
３ 潜在的カリキュラムは概念が多義的であるが，ここでは学校のフォーマルなカリキュラムの中にはない，知識，行動の様式や性
向，意識やメンタリティが，意図しないままに教師や仲間の生徒から教えられていくことを指す。「見えないカリキュラム」「隠
れたカリキュラム」といわれることもある。
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　上記２つの文集の50名以上の作文を詳細に読むと，

異文化との交流についての捉え方は子どもの年齢に

よって異なっており，次のように分けることができる。

⑴　生活の中で体感する文化の違いと共通性

　ある幼稚園児の声が次のように表されている。「幼

稚園には二人の先生がいる。一人はぼくのようにスペ

イン語を話す。もう一人は，話していることがぜんぜ

んわからない。ある日，なぜおもしろい話し方をする

の？と聞いたら，二人の先生がにこにこしてぼくを抱

きしめた。お母さんのようにぼくを抱きしめた。ぼく

と同じことばを使わなくても，先生はぼくのことを好

きだ。」学院生活の中で自然と，言葉の違いと人間性

の共通点を体感していることがわかる。

⑵　行事を通して楽しむ異文化

　小学生低学年生徒の多くが，クリスマス，運動会，

体験入学等，学院内での行事について述べている。（以

下，原文のまま。）「行事のときには，メキシコ・コー

スの人たちと一しょに楽しみます。」「今（体験入学に）

来ている友だちも『楽しかったな』と思ってくれるよ

うに，ぼくたちも親切にしてあげたいと思います。」

など，交流行事を通して異文化に接するのが楽しいと

いう気持ちの表現である。

⑶　生活の中で葛藤しながら認識する異文化

　高学年になると，行事だけでなく日常生活の中での

接触を通して，異文化に関する学びや気付き，葛藤が

表されている。「はじめはメキシコ人なんてやだと思っ

ていたけど，２年４ヶ月たった今では，少しはメキシ

コになじんできました。」，「（運動会で）メキシコ人て

いがい（意外）と親切だなあ，と思いました」，「メキ

シコ・コースの人たちは，休み時間にサッカーのじゃ

まをしたりして，いやなこともあったけど，本当はい

い人です。」

　中学生の意見は異文化接触の葛藤や喜びから，交流

への新たな希望や提案を表すものが多い。「子どもの

日のディスコなどがあり，（メキシコ・コースの人は）

とても親切です。…ちょっと気になるのがあります。

それはうるさいことです。…これからの日墨学院は，

もっと交流をふかめてほしいと思います。」「わたしに

はぜんぜんメキシコ人の友だちがいません。それに，

友だちがほしいなぁと思ったこともありません。…運

動会で，みんなでメキシコ・コースの人に声をかけて，

仲良くなって，プレゼント交換をしたりしました。…

わたしは，そのあとも，いろいろ話しをしたりすれば

よかったと思います。それにはスペイン語をもっと勉

強しようと思います」，「メキシコ人たちとの交流も形

だけのもので，一人ひとりが本当にメキシコ人と友好

的であったであろうか。スペイン語の授業でもきまじ

めにうけていただろうか。という僕も不まじめでいた。

いつのまにか僕たちは，こうして日本では体験できな

い部分を忘れてしまっていたのではないだろうか」，

「日本コースもあのメキシココースの積極性に習って，

何事にもはずかしがらずに，自分から話しかけるよう

にすればいいと思います」など，日常生活レベルでの

交流の難しさを感じながらも，その価値を認め，希望

を持っていることがうかがえる。

⑷　潜在的カリキュラムを通して意識する異文化

　国際学校が真の国際学校であるための潜在的カリ

キュラムの重要さは従来より指摘されているが（ウィ

ルス1993），その中でも校風や人間関係が与える影響

は大きい。日本での「国際理解教育の実践の大きな障

壁になっているのが，実はこの見えないカリキュラム

である」（佐藤1995,p.51）というほど，国際理解教

育の理想と学校現場の現実の乖離が大きいといわれて

いる。

　興味深いのは，記念誌の中で中学生の多くが校則や

先輩・後輩の関係について言及していることある。「先

輩との関係も日本と違い，かたくるしいお辞儀がなく

てのびのびしている。」「日本のたいていの中学校とは

違うところがいくつかあります。先輩，後輩の関係の

ありかたです。…１年から３年まで楽しく親しいつき

合いがあります。」「厳しい校則で縛られることもない，

先輩と後輩のへだてもない，そういう学校でわたした

ちは強い刺激も受けず，かなり自由なことをしている

と思います。」など，自由な校風について語っている。

日本では校則や生徒間の上下関係が厳しい学校が多い

ことを生徒自身が情報としてまたは体験として知って

おり，それとの比較で自由を楽しんだり疑問を持った

りしていた様子である。

　一方，メキシコ人の生徒の作文を読むと，修学旅行

や行事の楽しさ，親しくなった友だちとの別れのつ

らさ，日本語や日本文化を学べたことのよさを綴っ

たものがあるが，33名のうち９名が，主に校則や校
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風について述べている。このテーマがいかにメキシ

ココース生にとって大きな関心事であったかがわか

る。日本コースの中学生たちが自由だったと言うのと

は全く反対に，自由がなかった，校則が厳しすぎたと

いう意見である。同じ学院の中で校風についてこのよ

うに感じ方が分かれるのは，中学生と高校生という年

齢の違いもあろうが，生まれ育った文化との比較によ

るところが大きいと推察できる。実際メキシコの教

育誌 Educación2001（1996）の中で教育学者 María 

Esther Ibarra は，学院全体の教育の特徴を“Disciplina 

y　Formalidad”（規律と礼儀）と表しており，日本

人生徒に自由を感じさせる校風が，メキシコ文化から

見ると規律正しく礼儀を重んじるものと感じられてい

ることがわかる。

　「学校というものは生徒と先生がいてこそ成り立つ

ものなのだから，やはり生徒の意見もとり入れるべき

だと思う。」「あまりすきでないことは学校ではわたし

たちがやりたいことを，させてくれなかったことです。

もうすこし自由にしてくれれば私はもっと言うことを

きくようになります。」「リセオは生徒のことをもっと

自由にさせて自分のやりたいことをもやらせたらいい

のではないでしょうか。」「生徒が自分たちで選択する

ことを許さない制度があり，生徒のために一番よいこ

とを選ぶにあたってでも学校がやってしまいます。…

生徒に動機づけをする変わりに罰を与えます。」「生徒

たちが大人になり十分な判断力をもつために，もっと

自由があったほうがよいと思います。」「（授業でのス

ポーツが）じゅうぶんではありません。そのほかに自

分が運動をしたくても先生がいなかったら，おいださ

れます。」など，生徒たちの自由な活動が管理される

ことについての意見が他にも多くあった。日本コース

の生徒たちの意見とは対称的なのが注目される。

　また二文化環境の中で自らのアイデンティティーに

関する気持ちを述べている人もみられる。日系の高校

生の中には「リセオで，メキシコ人，日本人，私みた

いな三世の人と，毎日をすごしたのはいいけいけんで

した」「（自分のことが）ときどきふめいになります。

メキシコ人なのか，日本人なのか，それともどっちで

もないのか。…今，うまくりょうほうの文化を保持す

ることはできない。」など，両方の文化を併せ持つ学

院で学んでこそ持った考えだと言えよう。　

６．異文化体験が与えた影響

　では，在学時の異文化体験が，その後どのような影

響を与えていると認識されているのであろうか。メキ

シココース・日本コースいずれかで小・中・高等学校

時代のうち３年以上を過ごし，卒業後現在まで10年以

上を経た人を対象に，知人のつてなどを頼って郵送お

よび電子メールを使ってアンケート調査をした。この

グループは，設立後約15年の時点で学院に在籍してい

たことになり，前項で取り上げた記念誌や文集の執筆

者グループと同一人物とは限らないが，同時期，また

は少し後の時期を学院で過ごしたグループである。学

院での，言語・文化の授業や行事，または学院の環境

を通して，日本あるいはメキシコについて関心，知識，

共感度，実際の関係が強くなったと感じているか，そ

して国際的な視野を身につけるきっかけになったと感

じているか，また受けた教育が現在どのような影響を

与えているかについて質問した。4

【調査時期】2005年12月～2006年１月

【アンケート配布数】約120通（同年代の修了生がメー

リングリストを作成している場合にこれを利用した

が，正確な登録数が把握できないため配布数も概算数）

【回答数】18通（回答率　約15％）

　ほとんどの修了生たちが働きざかりの30歳代にある

こともあってか，回答を得るのが非常に難しかった。

以下回答を紹介し，回答数による限界を理解したうえ

で結果を考察する。

　　

⑴　外国語の授業から受けた影響

　18名の回答者のうち外国語（日本語またはスペイン

語）の授業が好きだったのは半分以下の７名で，好き

でなかったのも７名，どちらでもなかったのが３名で

ある。現在その言語において母語に近いくらいの能力

がある人もいれば，ほとんど覚えていない人もいる。

日系メキシコ人にとっての日本語や，メキシコ在住が

長かった日本人にとってのスペイン語については母語

と同じぐらいの能力があるとしているが，それ以外の

場合言語能力はあまり高くない。外国語の授業への印

４ 質問紙の日本語版は添付資料１（同じ内容でスペイン語版も配布し，回答者が望むほうで回答してもらった），結果は添付資料
２を参照。
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象，取り組み，その影響については個人差が大きいよ

うである。記述欄の中では，語学としてのより効果的

な教育が行なわれていればもっと実力をつけられたで

あろうという意見が目立った。

　しかし外国語をあまり覚えていないと答えたすべて

の人が，日本語またはスペイン語を，近い将来または

いつか勉強したいと希望している。その理由として，

小さい時にせっかく接したから，好きだから，今後役

に立つはずだから，また，日系人の場合には自分の子

どもたちに正しい日本語を伝えたいから，という回答

があった。子どもの時には外国語の授業にあまり興味

が持てなかった場合でも，後になってもっと学びたい

という気持ちになることがあるのがわかる。

　

⑵　異文化の授業から受けた影響

　外国語の授業と共に文化についての授業が行なわれ

ていた時期もあり，これについての印象を聞いたとこ

ろ（質問紙 E －３），外国語の授業は好きでなかった

人でも文化の授業については好きだった場合があり，

11名が好きだったと答えている。好きでなかったとす

る回答者はメキシココースの１名のみであり，どちら

でもないとしたのが３名，あとの３名は授業がなかっ

た，または覚えていない，と回答している。「小学校

４年生の時，一ヶ月に１回（日本に長年滞在した経験

があるメキシコ人教員による）日本の生活についての

授業があり，とても好きだった」などの意見があり，

異文化に関する授業が，外国語の授業に比べて受入れ

やすく興味深かったことが考えられる。

　

⑶　行事や交流活動から受けた影響

　文化交流の行事や活動については（質問紙 E －５），

授業よりも更に好きだったとする人が増え，14名が好

きだった，１名が好きでなかった，それ以外はどちら

でもないと回答している。行事については言及も多

く，正月のもちつきやメキシコの死者の日，運動会，

など印象に残っているようである。「運動会は，現在

の仕事の中でもプラスの経験となっている。」と回答

したメキシココース修了生がいた。複数の日本コース

の子どもたちが特に印象に残ったこととして，メキシ

ココースから招待を受ける「ディスコ・ダンスパー

ティー」を挙げている。中学生がディスコで踊るとい

うのは，その頃の日本人にとっては常識を超えたもの

であり，この行事が与えたインパクトは大きかったよ

うである。また，メキシココースの中高生の中では，

1987年から開始された日本研修旅行について貴重な経

験だったと言及する人が複数おり，参加した人には大

きな影響を与えたようである。

　また，クラブ活動は，日本で多くの中学生が行なう

ような長時間の厳しい活動はなかったため日本人コー

ス修了生からはそれが物足りなかったという意見が

あった。逆にメキシココースの卒業生からは，クラブ

活動での交流が自然でよかった，人間教育の場を提供

していたという意見があった。

⑷　学院の環境（潜在的カリキュラム）から受けた影響

　学院の全体的な教育環境については（質問紙 D －

7,8,　D －12）18名中16名がよい環境だったと評価し

ている。そのうち日本コースの６名，メキシココース

の１名が「非常によかった」としており，あとは「よ

かった」である。コースによる差があることが注目さ

れる。

　メキシココースに在籍した人からは，幼稚園または

小学校から高等学校まで同じ仲間たちが進学し絆を深

めたことによって「最良の友人」ができたことを高く

評価する回答が多かった。日本コース在籍者からは

「（メキシコの中の日本人という）特殊な環境にいた」

せいか，異文化を受け入れる気持ち，新しく来た人を

すぐ受け入れる気持ちが培われたというような，やは

り人間関係についての記述が多かった。「職業におい

ては，大学教育が就労の機会や収入に影響を与えたが，

自分自身の成長は親と学院によってもたらされた」と

いう意見がメキシココース修了生からあった。学院の

雰囲気や環境の中での人間形成には独特のものがあっ

たようである。

　また校則について「厳しかったが，日本文化の影響

なので理解が必要」という記述が１件あったが，それ

以外には，当時のメキシココース生の文集で触れられ

ていたような厳しい管理に関する感想は見られなかっ

た。これについては後述するが，年月が経って，よい

仲間たちとの関係を継続する中で印象が変わってきた

のかもしれない。

　二つの文化が共存する学院で「両コースの差異が目

立っていたので仲介役がいるとよかった」と，円滑な

交流を望む声や，また体育館やプールなどの施設が充

実していた学院についてそれを評価し，しかし十分な

活用には課題があることを指摘する声も複数あった。
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　いずれにしても，15名が学院の教育によってお互い

の国についての知識が増えた，14名が「興味」が増加

した，そして13名が「共感度」が上ったと回答してい

る（質問紙 D －9,10,11）。これらについての否定的

回答は１名または２名であり，学院の教育や環境が概

ね，相互理解の増進につながったと感じられているこ

とがわかる。

　

⑸　学院の教育がその後の進路に与えた影響

　現在までの進路においては（質問紙 F），メキシコ

コース修了生は，日本と実質的な関係をもつ人はない

ものの，日本に対して興味を持つようになり，共感す

るようになった人がそれぞれ５名，３名おり，自国を

客観的に見られるようになったと感じる人もいる。日

本コース修了生では，メキシコへの興味が増した６名

と共に，実質的関係を持つに至った人が５名，共感度

が増したとする人も４名いた。在籍時には意識してい

なかった人でも，10年以上経た現在影響を受けている

と感じているのが興味深い。

　現在の仕事や生活において，学院の教育の影響がど

のように反映されていると感じるかを聞くために，25

の項目について質問した（質問紙 F －３）。回答で「は

い，非常に」と「はい，ある程度」を合わせたのが上

記グラフ１である。学院の影響を受けたと思われるこ

ととして多いのが，日本コース修了生の「母国を客

観的に見られるようになった」（９名）および「自由

や平等に価値を置くようになった」（８名），「主体的

に考え行動するようになった」「世界的視点を持つよ

うになった」「理解や寛容の心を持って他者と接する

ようになった」（各６名），およびメキシココース修了

生の「自分の目標に向かって根気強く努力するように

なった」（７名），「礼儀や形式を大切にするようになっ

た」（７名），などである。

　質問項目はラテンアメリカと日本の文化を比較する

様々な調査５から抽出されたものであり，日本コース

修了生の多くは日本人がメキシコ文化の特徴と感じる

自由・平等や主体性を学び，これが現在まで影響して

いると認識されている。メキシココース修了生は，ラ

テンアメリカの人々に日本文化の特徴と捉えられる事

が多い根気強さや規律，礼儀正しさを学び，これが現

在まで影響していると感じている例が多い。

　また両コース生とも６名ずつが，「世界的な視点を

持つようになった」と回答している。これは，日本コー

ス修了生の「母国を客観的に見られるようになった」

と共に，自文化以外の視点から世界を見るという，国

際理解に欠かせない要因である。

５ Tanaka 1997“Japan as seen from Latin American students in Japan”，『日本語・日本文化論集』第５号　pp １－28，　「メキ
シコ留学が個人にもたらした影響について～日墨交流計画に参加した日本人元留学生へのアンケート調査から～」，『留学生交流・
指導研究』Volume 7，pp.1－15等。

グラフ１：学院教育の現在への影響（影響があったとする回答者の人数）

メ：メキシココース修了生　日：日本コース修了生
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７．多文化理解教育への示唆

　学院の二文化教育は，それぞれの国の教育状況や国

民性が関係し，各自が背景として持つ文化の特徴に

よって，異なる影響を与えてきたようである。総じて

言えば，互いの文化の長所とされる文化的要因を学び

とり，それが進路に影響を与えてきたと考えられる。

また，建学の精神のひとつである「国際性豊かな人材」

育成についても，必ずしも二国間の関係の中で仕事を

しているわけではないが，互いの国について知識や興

味を持ち，自ら主体的に行動し，世界的な視点から物

事を見られる人間が育っているのは確かである。

　在籍時には気付かなかった教育内容や環境の価値

が，10年以上経て，各自に影響を与えていることが自

覚され評価されて，ある時はそれを十分に活用できな

かったことが反省されて，未来につなげられている。

つなぐ先は将来の自分自身の学びや子孫の学びであ

る。1986年に理事長平沢胤敏氏が述べた「将来，当学

院から日墨両国の事情，文化をよくわきまえた国際性

豊かな多くの卒業生が出て，必ずや両国の利益に役立

つ日のあることをお約束申し上げ…」の言葉が現在，

実現されつつある時代に入っていると言えよう。

　文化交流においては，出会い後の交流を各自の自発

性だけに任せるのは十分でなく，「再会ミーティング」

を行なって自発性を継続させるのが重要だと言われて

いる６。幼年期・少年期の学院での二文化教育を「異

文化との出会い」の機会ととらえると，今後修了生に

対して何らかのフォローアップがあれば，この二文化

教育の効果が大きくなるであろう。その意味で，開学

30周年の機会は，同窓生たちにとっても大きな意味を

もつと考えられる。

　今回取り上げた，学院の歴史前半約15年の課題とし

てあげられうるのは，授業としての外国語が子ども

たちにとってあまり魅力的と感じられてなかったた

め，現在に至る効果があまり実感できないことである。

もっと学べればよかった，学んでおけばよかったとい

う後悔の声がある。それに比べて異文化理解の授業や

交流活動が，生徒にとって取り組みやすく学習効果が

あったと感じられていることを考えると，言語学習に

ついてもなんらかの改善ができるであろう。日本に帰

国すれば受験が待っている日本コース生のカリキュラ

ムにスペイン語をどれだけ位置づけられるか，国際語

として英語が主流となっている世界の中で，日本語や

スペイン語にどれほどの時間を費やすことができる

か，など課題は大きい。さらに，学院設立以前から重

要視されていた英語学習についても，修了生は，より

効果的な教授方法があるはずだと感じている。これら

言語学習の課題については，学院の後半期15年で工夫

がされていることと思うが，当時の課題としてあげて

おきたい。

　また，二コース間の交流が十分あったとは感じられ

ていないこと，自文化と異文化を自明のものとして区別

する傾向が生まれ易かったことが，自由記述から汲み

取ることができる。異文化間教育の今日的課題である

「自文化」「異文化」の捉え方については，国際学校の

教育を考えていくうえでも重要な検討事項であろう７。

　二つの文化が共存するキャンパスで問題に感じられ

ていたことに，コースごとの財政状況の問題もあった。

日本の文部省（現在は文部科学省）から助成金がくる

日本コースと，メキシコ教育省下にあるメキシココー

スでは財源が異なり，それによって使用できる施設な

どに差があると生徒たちに感じられていた様子で，生

徒たちの目からは「差別」と移っていたことをうかが

わせる記述があった。同様の問題は設立当時にも議論

されたことのようである。（毎日新聞社1987,p.67）

　以上の課題が示すように，異文化接触・交流は，経

済格差や言語の社会的地位など，現実的な問題が付随

しており，心の交流・文化の交流という側面からだけ

は考えられない。この点を常に心に留めながら，高い

理想と厳しい現実の接点を探っていくことが重要であ

ろう。これは，二文化の交流を目的として設立された

学院が名実ともに「国際学校」として発展し，二文化

を核としながら，より広く深い多文化教育の場となる

可能性を探求することでもある。

６ 留学生と子どもたちの心の交流をテーマにした活動の報告書『平成17年度　留学生地域交流事業報告書』（日本学生支援機構名
古屋支部）の p.82で名古屋大学大学院発達教育学研究科教授　蔭山英順氏は交流を深めるためには「再会ミーティング」をする
のが「常識」であると述べ，その重要性を指摘している。
７ 例えば，日本で異文化間教育研究の主導的役割を担っている「異文化間教育学会」は，2005年の特定課題研究を「異文化間教育
研究と『日本人性』」とし，従来自明視されてきた「日本人性」や「異」のとらえ方について問いかけている。
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８．今後に向けて

　学院設立10周年に行なわれたシンポジウムの基調講

演を行なった増田義郎氏（当時，東京大学教授）は，

その５年後である1992年が，コロンブスが新大陸に到

着８してから500年周年にあたることについて次のよ

うに述べている。

「コロンブスの航海によって世界の一体化が始まり，

その過程で植民地化や戦争が無数に発生した。この

500年間は異文化間の争いの世紀といえる。これから

の500年間は異文化が理解し合い，寛容になるにはど

うすればいいか模索すべき時代となる。異文化の激し

い接触の歴史をもつメキシコ国民と，長い鎖国が続き

国際社会の経験がまだ少ない日本国民が，一つの学園

で学ぶ日墨学院はこれからの500年を考える上で貴重

な経験となる」（毎日新聞　1987年９月22日）

　また一方，同じ年に学院が発行した機関紙の中で（日

本メキシコ学院1987,p.36），当時の研究員の加藤守

孝氏（現在，九州大谷短期大学教授）は次のように述

べている。

「日本の経済発展を背景にした日本熱的現象は必ず消

え失せるでしょう。リセオの本当の力はそのようなも

のが消えた時にはじめて証明されるでしょう。リセオ

はそのために努力しなければなりません。」

　上記二つの引用は，それから20年を経ようとしてい

る現在の，世界と日本の現実を的確に言い当てたもの

であり，そのような世界の中で学院が担うべき役割へ

の期待を示している。これからの500年という壮大な

歴史を考えるとき，学院の30年の歴史は，まだ始まっ

たばかりとも言えるが，その中には多くの努力や苦労

があったことは容易に察することができる。設立の高

い理想と深い思いを今後つないでいくためには，世界

の異文化間教育研究・実践のこれまでの成果を検討し

生かしながら，関係者の力を結集して支援すべきであ

ると考える。

引用文献

・ 毎日新聞社編，1987年，『日本メキシコ学院十年の

歩み』，毎日新聞社

・ 松本三四郎他，1972年，『綜合学園建設運動趣意書

企画と提案』，発起人一同編纂

・ Mar ia  Esther  Ibarra ,  1996，‘Disc ip l ina  y 

Formalidad, El Modelo del Liceo Mexicano 

Japones’, Educacion 2001, Instituto Mexicano de 

Investigaciones Educativas, S.C.

・ 日本学生支援機構名古屋支部，2006年，『平成17年

度　留学生地域交流事業報告書』

・ 日本メキシコ学院，1986年，『 '85－'86　高校卒業

文集　思い出をたいせつに』，日墨学院日本文化コー

ス

・ 日本メキシコ学院，1987年，　『われらの日本メキ

シコ学院1987年６月号，Nuestro Liceo Mexicano 

Japones, Junio, 1987』

・ 佐藤群衛，1995年，「国際理解教育の実践上の課題

～学校・学級の構造とのかかわりから」，『国際理解

教育』Vol.1，日本国際理解教育学会

・ ウィルス・B.David，1994年，「複合文化と単一文

化～日本の国際学校と多文化教育」，『異文化間教育』

第７号，異文化間教育学会
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　今回調査を行うにあたって，学院設立10年（1987年）

の頃を知る当時の教員や生徒たちから資料提供やご意

見をいただきました。特に横浜市立茅ヶ崎台小学校校

長遠藤伴雄先生には多大なご協力をいただきました。

皆様に感謝致しますと共に，今後のご指導・ご協力を

お願いいたします。

８ メキシコではこの史実を「アメリカ大陸発見　Descubrimiento del Continente Americano」ではなく「二つの世界の出逢い　
Encuentro de dos mundos」と呼ぶことが多く，西欧とは異なる歴史認識のよい例となっている。
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⑶
（

　
　

）
親

が
日

本
に

興
味

を
持

っ
て

い
た

た
め

。

⑷
（

　
　

）
自

分
自

身
が

日
本

に
興

味
を

持
っ

て
い

た
た

め
。

⑸
（

　
　

）
学

院
の

レ
ベ

ル
が

高
か

っ
た

た
め

。

⑹
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

【
E
】
学
院
在
学
時
代
を
振
り
返
っ
て

１
．

外
国

語
（

ス
ペ

イ
ン

語
ま

た
は

日
本

語
）

学
習

の
授

業
は

あ
な

た
に

と
っ

て
ど

う
で

し
た

か
。

　

⑴
（

　
　

）
た

い
へ

ん
好

き
だ

っ
た

。

⑵
（

　
　

）
好

き
だ

っ
た

。

⑶
（

　
　

）
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。

⑷
（

　
　

）
あ

ま
り

好
き

で
は

な
か

っ
た

。

⑸
（

　
　

）
全

く
好

き
で

は
な

か
っ

た
。

⑹
（

　
　

）
覚

え
て

い
な

い
。

⑺
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

２
．

外
国

語
学

習
の

授
業

に
つ

い
て

の
印

象
に

残
っ

て
い

る
こ

と
や

ご
意

見
を

お
書

き
く

だ
さ

い
。

３
．

異
文

化
（

メ
キ

シ
コ

文
化

ま
た

は
日

本
文

化
）

学
習

の
授

業
は

あ
な

た
に

と
っ

て
ど

う
で

し
た

か
。

⑴
（

　
　

）
た

い
へ

ん
好

き
だ

っ
た

。

⑵
（

　
　

）
好

き
だ

っ
た

。

⑶
（

　
　

）
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。

⑷
（

　
　

）
あ

ま
り

好
き

で
は

な
か

っ
た

。

⑸
（

　
　

）
全

く
好

き
で

は
な

か
っ

た
。

⑹
（

　
　

）
わ

か
ら

な
い

　
／

　
覚

え
て

い
な

い
。

⑺
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

４
．

異
文

化
学

習
の

授
業

に
つ

い
て

印
象

に
残

っ
て

い
る

こ
と

や
ご

意
見

を
お

書
き

く
だ

さ
い

。

５
．

授
業

以
外

の
文

化
交

流
活

動
（

行
事

，
交

流
型

ク
ラ

ブ
，

課
外

活
動

な
ど

）
は

あ
な

た
に

と
っ

て
ど

う
で

し
た

か
。

⑴
（

　
　

）
た

い
へ

ん
好

き
だ

っ
た

。

⑵
（

　
　

）
好

き
だ

っ
た

。

⑶
（

　
　

）
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。

⑷
（

　
　

）
あ

ま
り

好
き

で
は

な
か

っ
た

。

⑸
（

　
　

）
全

く
好

き
で

は
な

か
っ

た
。

⑹
（

　
　

）
わ

か
ら

な
い

　
／

　
覚

え
て

い
な

い
。

⑺
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

添
付
資
料
1

日
本
語
版
ア
ン
ケ
ー
ト

あ
な

た
に

当
て

は
ま

る
項

の
（

　
）

の
中

に
×

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
下

線
部

に
は

，
可

能
な

範
囲

で
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

【
A
】
あ
な
た
ご
自
身
に
つ
い
て

１
．

国
籍

⑴
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
 

⑵
（

　
　

）
日

本
 

⑶
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
と

日
本

　
　

⑷
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

２
．

日
系

人
の

場
合

，
何

世
で

す
か

。

⑴
（

　
　

）
２

世
 

⑵
（

　
　

）
３

世
 

⑶
（

　
　

）
４

世
 

⑷
（

　
　

）
５

世

３
．

現
在

の
住

居

⑴
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
 

⑵
（

　
　

）
日

本
 

⑶
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
　

４
．

主
な

居
住

地

⑴
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
 

⑵
（

　
　

）
日

本
 

⑶
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

5．
性

別

⑴
（

　
　

）
女

性
 

⑵
（

　
　

）
男

性

【
B
】
あ
な
た
の
お
母
様
に
つ
い
て

１
．

国
籍

⑴
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
 

⑵
（

　
　

）
日

本
 

⑶
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
と

日
本

　
　

⑷
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

２
．

主
な

居
住

地

⑴
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
 

⑵
（

　
　

）
日

本
 

⑶
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

【
C
】
あ
な
た
の
お
父
様
に
つ
い
て

１
．

国
籍

⑴
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
 

⑵
（

　
　

）
日

本
 

⑶
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
・

日
本

　
　

⑷
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

２
．

主
な

居
住

地

⑴
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
 

⑵
（

　
　

）
日

本
 

⑶
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

【
D
】
日
本
メ
キ
シ
コ
学
院
（
以
下
「
学
院
」
と
記
し
ま
す
）
在
学
に
つ
い
て

１
．

在
学

時
期

（
西

暦
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
年

　
～

　
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
年

）

　
　

　
　

　
　

　（
西

暦
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
年

　
～

　
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
年

）（
２

回
目

が
あ

れ
ば

）

２
．

在
学

し
た

学
校

レ
ベ

ル
と

コ
ー

ス
の

別

⑴
（

　
　

）
幼

稚
園

　
　

　

⑵
（

　
　

）
小

学
校

　
　

　
a（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
コ

ー
ス

　
　

　
b（

　
　

）
日

本
コ

ー
ス

⑶
（

　
　

）
中

学
校

　
　

　
a（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
コ

ー
ス

　
　

　
b（

　
　

）
日

本
コ

ー
ス

⑷
（

　
　

）
高

校
　

　

３
．

入
学

の
主

な
理

由
（

主
な

も
の

を
ひ

と
つ

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。）

⑴
（

　
　

）
親

の
勤

務
の

た
め

。

⑵
（

　
　

）
日

系
で

あ
る

た
め

。
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６
．

学
院

の
文

化
交

流
活

動
に

つ
い

て
印

象
に

残
っ

て
い

る
こ

と
や

ご
意

見
を

お
書

き
く

だ
さ

い
。

７
．

日
本

メ
キ

シ
コ

学
院

の
勉

強
・

生
活

環
境

は
あ

な
た

に
と

っ
て

文
化

学
習

の
観

点
か

ら
ど

う
で

し
た

か
。

⑴
（

　
　

）
と

て
も

よ
い

環
境

だ
っ

た
。

⑵
（

　
　

）
よ

い
環

境
だ

っ
た

。

⑶
（

　
　

）
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

。

⑷
（

　
　

）
あ

ま
り

よ
い

環
境

で
は

な
か

っ
た

。

⑸
（

　
　

）
全

く
よ

い
環

境
で

は
な

か
っ

た
。

⑹
（

　
　

）
わ

か
ら

な
い

　
／

　
覚

え
て

い
な

い
。

⑺
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

８
．

文
化

学
習

の
観

点
か

ら
，

学
院

の
勉

強
・

生
活

環
境

に
つ

い
て

印
象

に
残

っ
て

い
る

こ
と

や
ご

意
見

を
お

書
き

く
だ

さ
い

。

９
．

学
院

在
学

時
，

相
手

の
国

に
つ

い
て

の
あ

な
た

の
知

識
が

増
え

た
と

思
い

ま
す

か
。

⑴
（

　
　

）
は

い
，

非
常

に
 

⑵
（

　
　

）
は

い
，

あ
る

程
度

 
⑶

（
　

　
）

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
　

⑷
（

　
　

）
い

い
え

，
あ

ま
り

 
⑸

（
　

　
）

い
い

え
，

全
く

 
⑹

（
　

　
）　

わ
か

ら
な

い

10
．

学
院

在
学

時
，

相
手

の
国

に
対

す
る

あ
な

た
の

興
味

が
大

き
く

な
っ

た
と

思
い

ま
す

か
。

⑴
（

　
　

）
は

い
，

非
常

に
 

⑵
（

　
　

）
は

い
，

あ
る

程
度

 
⑶

（
　

　
）

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
　

⑷
（

　
　

）
い

い
え

，
あ

ま
り

 
⑸

（
　

　
）

い
い

え
，

全
く

 
⑹

（
　

　
）　

わ
か

ら
な

い

11
．

学
院

在
学

時
，

相
手

の
国

に
対

し
て

よ
り

共
感

す
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

か
。

⑴
（

　
　

）
は

い
，

非
常

に
 

⑵
（

　
　

）
は

い
，

あ
る

程
度

 
⑶

（
　

　
）

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
　

⑷
（

　
　

）
い

い
え

，
あ

ま
り

 
⑸

（
　

　
）

い
い

え
，

全
く

 
⑹

（
　

　
）　

わ
か

ら
な

い

12
．

学
院

で
の

勉
強

や
生

活
全

般
に

つ
い

て
印

象
に

残
っ

て
い

る
こ

と
を

書
い

て
く

だ
さ

い
（

規
則

，
友

人
や

教
員

と
の

関
係

，
な

ど

に
つ

い
て

）。

【
F】
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

１
．

あ
な

た
の

現
在

の
主

な
活

動
は

何
で

す
か

。

⑴
（

　
　

）
学

生
　

　
　

⑵
（

　
　

）
家

庭
　

　
　

⑶
（

　
　

）
会

社
員

　
　

⑷
（

　
　

）
経

営
者

　
　

　
⑸

（
　

　
）

教
員

⑹
（

　
　

）
研

究
者

　
　

⑺
（

　
　

）
翻

訳
家

　
　

⑻
（

　
　

）
通

訳
　

　
　

⑼
（

　
　

）
そ

の
他

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

２
．

現
在

ま
で

の
あ

な
た

の
生

活
の

中
で

，学
院

は
相

手
の

国
と

の
関

係
に

お
い

て
ど

の
よ

う
な

影
響

を
与

え
て

き
た

と
思

い
ま

す
か

。

（
複

数
回

答
可

）

⑴
（

　
　

）
相

手
国

と
実

質
的

な
関

係
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
た

。

⑵
（

　
　

）
相

手
国

に
興

味
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
た

。

⑶
（

　
　

）
相

手
国

に
共

感
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⑷
（

　
　

）
相

手
国

を
客

観
的

に
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⑸
（

　
　

）
相

手
国

に
否

定
的

感
情

を
持

つ
よ

う
に

な
っ

た
。

⑹
（

　
　

）
相

手
国

と
の

関
係

で
特

に
影

響
は

な
か

っ
た

。

⑺
（

　
　

）
わ

か
ら

な
い

。

３
．

学
院

で
の

教
育

は
，

現
在

の
あ

な
た

の
生

活
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え

て
い

ま
す

か
。

各
項

に
つ

い
て

（
　

）
に

当
て

は
ま

る

数
字

を
書

い
て

く
だ

さ
い

。

学
院

で
教

育
を

受
け

た
こ

と
に

よ
っ

て
，

私
は

こ
れ

ま
で

に
，

⑴
（

　
　

）
組

織
の

規
律

や
規

則
を

大
切

に
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⑵
（

　
　

）
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
が

と
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

　

⑶
（

　
　

）
統

一
性

を
大

切
に

し
，

目
立

つ
こ

と
を

避
け

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⑷
（

　
　

）
先

輩
後

輩
の

上
下

関
係

を
大

切
に

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。

⑸
（

　
　

）
礼

儀
や

形
式

を
大

切
に

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。

⑹
（

　
　

）
自

分
の

目
標

に
向

か
っ

て
根

気
強

く
努

力
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⑺
（

　
　

）
自

律
的

で
責

任
感

を
持

つ
よ

う
に

な
っ

た
。

⑻
（

　
　

）
行

動
す

る
前

に
よ

く
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。

⑼
（

　
　

）
想

像
力

や
自

発
性

が
高

ま
っ

た
。

⑽
（

　
　

）
主

体
的

に
考

え
行

動
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⑾
（

　
　

）
自

己
表

現
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
が

高
ま

っ
た

。

⑿
（

　
　

）
上

下
関

係
に

と
ら

わ
れ

ず
人

と
対

等
に

接
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⒀
（

　
　

）
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
持

つ
よ

う
に

な
っ

た
。

⒁
（

　
　

）
自

由
や

平
等

に
価

値
を

置
く

よ
う

に
な

っ
た

。

⒂
（

　
　

）
母

国
を

客
観

的
に

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

　 ⒃
（

　
　

）
日

本
や

日
本

語
に

関
す

る
活

動
や

仕
事

を
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⒄
（

　
　

）
メ

キ
シ

コ
や

ス
ペ

イ
ン

語
に

関
す

る
活

動
や

仕
事

を
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⒅
（

　
　

）
国

際
的

な
活

動
や

仕
事

を
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⒆
（

　
　

）
世

界
的

な
視

点
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
た

。

⒇
（

　
　

）
理

解
や

寛
容

の
心

を
持

っ
て

他
者

と
接

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。

21
（

　
　

）
高

い
学

歴
を

持
つ

に
至

っ
た

。

22
（

　
　

）
高

い
経

済
的

収
入

を
得

る
よ

う
に

な
っ

た
。

23
（

　
　

）
よ

り
高

い
社

会
階

層
に

属
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

24
（

　
　

）
自

分
自

身
に

自
信

や
満

足
感

を
持

つ
よ

う
に

な
っ

た
。

25
（

　
　

）
人

生
に

目
的

や
夢

を
よ

り
多

く
持

つ
よ

う
に

な
っ

た
。

１
．．

．
は

い
，

非
常

に

２
．．

．
は

い
，

あ
る

程
度

３
．．

．
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

４
．．

．
い

い
え

，
あ

ま
り

５
．．

．
い

い
え

，
全

く

６
．．

．
わ

か
ら

な
い
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４
．

そ
の

他
，

特
に

学
院

の
教

育
に

よ
っ

て
も

た
ら

さ
れ

た
と

考
え

る
影

響
が

あ
れ

ば
述

べ
て

く
だ

さ
い

。

５
．

現
在

の
あ

な
た

の
日

本
語

能
力

は
ど

の
く

ら
い

で
す

か
。

⑴
（

　
　

）
母

語
で

あ
る

。

⑵
（

　
　

）
母

語
に

近
い

程
度

。

⑶
（

　
　

）
日

常
生

活
で

使
え

る
程

度
。

⑷
（

　
　

）
初

級
程

度
。

⑸
（

　
　

）
単

語
や

表
現

を
少

し
覚

え
て

い
る

程
度

。

⑹
（

　
　

）
ほ

と
ん

ど
覚

え
て

い
な

い
。

６
．

前
問

の
答

え
が

⑶
⑷

⑸
⑹

の
場

合
，

今
後

勉
強

し
た

い
で

す
か

。
そ

れ
は

な
ぜ

で
す

か
。

⑴
（

　
　

）
現

在
勉

強
中

で
あ

る
。（

理
由

：

⑵
（

　
　

）
近

い
将

来
勉

強
し

た
い

。（
理

由
：

⑶
（

　
　

）
い

つ
か

勉
強

し
た

い
。（

理
由

：

⑷
（

　
　

）
勉

強
し

た
い

と
は

思
わ

な
い

。（
理

由
：

７
．

現
在

の
あ

な
た

の
ス

ペ
イ

ン
語

能
力

は
ど

の
く

ら
い

で
す

か
。

⑴
（

　
　

）
母

語
で

あ
る

。

⑵
（

　
　

）
母

語
に

近
い

程
度

。

⑶
（

　
　

）
日

常
生

活
で

使
え

る
程

度
。

⑷
（

　
　

）
初

級
程

度
。

⑸
（

　
　

）
単

語
や

表
現

を
少

し
覚

え
て

い
る

程
度

。

⑹
（

　
　

）
ほ

と
ん

ど
覚

え
て

い
な

い
。

８
．

前
問

の
答

え
が

⑶
⑷

⑸
⑹

の
場

合
，

今
後

勉
強

し
た

い
で

す
か

。
そ

れ
は

な
ぜ

で
す

か
。

⑴
（

　
　

）
現

在
勉

強
中

で
あ

る
。（

理
由

：

⑵
（

　
　

）
近

い
将

来
勉

強
し

た
い

。（
理

由
：

⑶
（

　
　

）
い

つ
か

勉
強

し
た

い
。（

理
由

：

⑷
（

　
　

）
勉

強
し

た
い

と
は

思
わ

な
い

。（
理

由
：

９
．

今
考

え
て

，
学

院
が

こ
う

だ
と

よ
か

っ
た

と
思

う
点

が
あ

れ
ば

，
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

10
．

今
考

え
て

，
学

院
在

学
時

代
に

自
分

自
身

が
こ

う
す

る
と

よ
か

っ
た

と
思

う
点

が
あ

れ
ば

，
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

11
．

学
院

の
将

来
に

期
待

す
る

こ
と

，
ま

た
は

他
に

ご
意

見
な

ど
あ

り
ま

し
た

ら
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。今
後

も
調

査
研

究
に

ご
協

力
い

た
だ

け
る

方
は

，可
能

な
範

囲
で

ご
連

絡
先

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

お
名

前
：

住
所

：

Em
ai
l：

T
el

＆
Fa

x：
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【
E
】
在
学
時
代
を
振
り
返
る

１
．

外
国

語
の

授
業

３
．

異
文

化
学

習
の

授
業

メ
・

コ
ー

ス
日

・
コ

ー
ス

合
計

メ
・

コ
ー

ス
日

・
コ

ー
ス

合
計

１
）

た
い

へ
ん

好
き

0
2

2
1

2
3

２
）

好
き

3
2

5
5

3
8

３
）

ど
ち

ら
と

も
0

3
3

1
2

3
４

）
あ

ま
り

好
き

で
な

い
3

1
4

0
0

0
５

）
全

く
好

き
で

な
い

2
1

3
0

1
1

６
）

覚
え

て
い

な
い

0
0

0
0

1
1

７
）

そ
の

他
1

0
1

2
0

2
合

計
9

9
18

9
9

18

５
．

文
化

交
流

活
動

７
．

学
院

の
勉

強
・

生
活

環
境

メ
・

コ
ー

ス
日

・
コ

ー
ス

合
計

メ
・

コ
ー

ス
日

・
コ

ー
ス

合
計

１
）

た
い

へ
ん

好
き

4
1

5
1

5
6

２
）

好
き

3
6

9
7

3
10

３
）

ど
ち

ら
と

も
1

1
2

1
0

1
４

）
あ

ま
り

好
き

で
な

い
0

0
0

0
0

0
５

）
全

く
好

き
で

な
い

0
1

1
0

0
0

６
）

覚
え

て
い

な
い

0
0

0
0

0
0

７
）

そ
の

他
1

0
1

0
1

1
合

計
9

9
18

9
9

18

９
．

在
学

時
に

相
手

国
の

知
識

が
増

え
た

か
10

．
興

味
が

大
き

く
な

っ
た

か
メ

・
コ

ー
ス

日
・

コ
ー

ス
合

計
メ

・
コ

ー
ス

日
・

コ
ー

ス
合

計
１

）
非

常
に

5
4

9
5

2
7

２
）

あ
る

程
度

2
4

6
2

5
7

３
）

ど
ち

ら
と

も
0

1
1

0
1

1
４

）
あ

ま
り

1
0

1
1

0
1

５
）

全
く

1
0

1
1

0
1

合
計

9
9

18
9

8
17

11
．

共
感

す
る

よ
う

に
な

っ
た

か
メ

・
コ

ー
ス

日
・

コ
ー

ス
合

計
１

）
非

常
に

5
0

5
２

）
あ

る
程

度
1

7
8

３
）

ど
ち

ら
と

も
1

1
2

４
）

あ
ま

り
1

0
1

５
）

全
く

1
1

2
合

計
9

9
18

【
F】
現
在

１
．

主
な

活
動

メ
・

コ
ー

ス
日

・
コ

ー
ス

合
計

１
）

学
生

1
3

4
２

）
家

庭
0

1
1

３
）

会
社

員
4

5
9

４
）

経
営

者
4

0
4

９
）

そ
の

他
0

0
0

合
計

9
9

18

添
付
資
料
２

回
答
結
果
（
回
答
者
の
在
籍
コ
ー
ス
　
メ
：
メ
キ
シ
コ
　
日
：
日
本
）

【
A
】（
回
答
者
自
身
）

１
．

国
籍

２
．

日
系

人
の

場
合

何
世

か
メ

キ
シ

コ
日

本
両

方
そ

の
他

二
世

三
世

四
世

五
世

メ
・

コ
ー

ス
7

0
2

0
2

4
0

0
日

・
コ

ー
ス

1
5

3
0

3
1

0
0

合
計

8
5

5
0

5
5

0
0

３
．

現
在

の
居

住
地

４
．

主
な

居
住

地
５

．
性

別
メ

キ
シ

コ
日

本
そ

の
他

メ
キ

シ
コ

日
本

そ
の

他
男

女
メ

・
コ

ー
ス

8
1

0
9

0
0

7
2

日
・

コ
ー

ス
2

7
0

3
6

0
3

6
合

計
10

8
0

12
6

0
10

8

【
B
】（
母
親
）

１
．

国
籍

２
．

主
な

居
住

地
メ

キ
シ

コ
日

本
両

方
そ

の
他

メ
キ

シ
コ

日
本

そ
の

他
メ

・
コ

ー
ス

7
1

1
0

9
0

0
日

・
コ

ー
ス

1
8

0
0

5
4

0
合

計
8

9
1

0
14

4
18

【
C
】（
父
親
）

１
．

国
籍

２
．

主
な

居
住

地
メ

キ
シ

コ
日

本
両

方
そ

の
他

メ
キ

シ
コ

日
本

そ
の

他
メ

・
コ

ー
ス

8
1

0
0

8
1

0
日

・
コ

ー
ス

2
7

0
0

4
5

0
合

計
10

8
0

0
12

6
0

【
D
】
学
院
在
学
に
つ
い
て

２
．

在
学

レ
ベ

ル
幼

稚
園

小
学

校
中

学
校

高
校

日
・

コ
ー

ス
13

9
8

0
メ

・
コ

ー
ス

8
9

10

３
．

入
学

の
理

由
メ

・
コ

ー
ス

日
・

コ
ー

ス
合

計
１

）
親

の
勤

務
2

5
7

２
）

日
系

人
5

2
7

３
）

親
の

興
味

0
0

0
４

）
自

分
の

興
味

0
0

0
５

）
高

い
レ

ベ
ル

1
0

1
６

）
そ

の
他

1
2

3
合

計
9

9
18
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７
．

現
在

の
ス

ペ
イ

ン
語

能
力

 
メ

日
合

計
１

）
母

語
8

2
10

２
）

母
語

に
近

い
0

3
3

３
）

日
常

生
活

に
使

え
る

1
1

2
４

）
初

級
0

1
1

５
）

単
語

や
表

現
を

少
し

覚
え

て
い

る
0

0
0

６
）

ほ
と

ん
ど

覚
え

て
い

な
い

0
2

2
合

計
9

9
18

８
．

前
問

回
答

が
⑶

⑷
⑸

⑹
の

場
合

今
後

勉
強

し
た

い
か

メ
日

合
計

１
）

現
在

勉
強

中
 

0
0

0
２

）
近

い
将

来
勉

強
し

た
い

1
3

4
３

）
い

つ
か

勉
強

し
た

い
0

1
1

４
）

勉
強

し
た

い
と

思
わ

な
い

0
0

0
合

計
1

4
5

２
．

相
手

国
に

関
す

る
現

在
へ

の
影

響
メ

・
コ

ー
ス

日
・

コ
ー

ス
合

計
１

）
実

質
的

関
係

0
5

5
２

）
興

味
5

6
11

３
）

共
感

3
4

7
４

）
客

観
視

2
0

2
５

）
否

定
的

感
情

1
0

1
６

）
特

に
な

し
1

1
2

７
）

わ
か

ら
な

い
0

0
0

合
計

12
16

18

３
．

学
院

教
育

の
現

在
の

生
活

へ
の

影
響

（
各

回
答

番
号

に
対

す
る

人
数

）
回

答
番

号
→

1
2

小
計

3
4

5
6

メ
日

メ
日

メ
日

メ
日

メ
日

メ
日

メ
日

１
）

規
律

・
規

則
3

2
3

3
6

5
2

2
0

0
0

2
0

0
２

）
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
3

3
2

3
5

6
3

2
0

0
0

1
0

0
３

）
統

一
性

1
2

4
1

5
3

2
1

0
1

1
4

0
0

４
）

先
輩

・
後

輩
関

係
4

1
1

2
5

3
3

2
0

2
0

2
0

0
５

）
礼

儀
や

形
式

5
3

2
2

7
5

1
0

0
2

0
2

0
0

６
）

目
標

へ
の

根
気

・
努

力
4

1
3

2
7

3
1

4
0

0
0

2
0

0
７

）
自

律
性

・
責

任
感

2
1

4
4

6
5

2
2

0
0

0
2

0
0

８
）

行
動

す
る

前
に

考
え

る
1

2
3

3
4

5
3

2
1

1
0

1
0

0
９

）
想

像
力

や
自

発
性

2
3

2
4

4
5

2
1

2
0

0
1

0
0

10
）

主
体

的
考

え
・

行
動

3
1

1
5

4
6

3
1

1
1

0
1

0
0

11
）

自
己

表
現

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

2
1

1
3

3
4

2
2

1
1

1
2

0
0

12
）

対
等

な
人

間
関

係
2

2
3

4
5

6
2

1
1

1
0

1
0

0
13

）
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

2
0

3
5

5
5

2
1

1
1

0
2

0
0

14
）

自
由

と
平

等
2

3
1

5
3

8
2

0
3

0
0

1
0

0
15

）
母

国
を

客
観

視
　

2
2

1
7

3
9

3
0

1
0

1
0

0
0

16
）

日
本

に
関

す
る

活
動

3
4

1
1

4
5

0
0

1
0

3
4

0
0

17
）

メ
キ

シ
コ

に
関

す
る

活
動

0
3

3
2

3
5

1
0

1
0

2
4

1
0

18
）

国
際

的
活

動
1

2
4

2
5

4
1

0
0

1
2

3
0

1
19

）
世

界
的

視
点

1
0

5
6

6
6

1
2

1
0

0
1

0
0

20
）

他
者

へ
の

理
解

と
寛

容
3

3
2

3
5

6
3

2
0

0
0

1
0

0
21

）
高

い
学

歴
1

0
4

3
5

3
2

4
0

0
1

2
0

0
22

）
高

い
収

入
1

0
3

1
4

1
2

3
3

1
0

3
0

0
23

）
高

い
社

会
階

層
1

0
3

1
4

1
3

2
1

2
0

4
0

0
24

）
自

信
・

満
足

感
1

0
5

3
6

3
2

3
0

0
0

3
0

0
25

）
人

生
に

目
的

や
夢

2
2

3
3

5
5

2
2

1
0

0
2

0
0

５
．

現
在

の
日

本
語

能
力

メ
日

合
計

１
）

母
語

0
6

6
２

）
母

語
に

近
い

0
3

3
３

）
日

常
生

活
に

使
え

る
5

0
5

４
）

初
級

3
0

3
５

）
単

語
や

表
現

を
少

し
覚

え
て

い
る

1
0

1
６

）
ほ

と
ん

ど
覚

え
て

い
な

い
0

0
0

合
計

9
9

18

６
．

前
問

回
答

が
⑶

⑷
⑸

⑹
の

場
合

今
後

勉
強

し
た

い
か

メ
日

合
計

１
）

現
在

勉
強

中
 

2
0

2
２

）
近

い
将

来
勉

強
し

た
い

4
0

4
３

）
い

つ
か

勉
強

し
た

い
2

0
2

４
）

勉
強

し
た

い
と

思
わ

な
い

0
0

0
合

計
8

0
8


